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秋の味覚フェアを開催

　10月1日、北竜町農畜産物直売所「みのりっち北竜」前で「北竜ひまわりライス新米大感謝祭」が開催された。

　昨年に続き新型コロナウイルス感染症対策として、マスクの

着用や手指の消毒、少人数での来場などを呼びかけた。

　この日は、北竜ひまわりライスの「ななつぼし」「ゆめぴりか」

「おぼろづき」「きたくりん」や、もち米「風の子もち」の新米

が特価で販売されることもあり、開場前から来場客が長い列を

作り、穫れたての新米をまとめ買いした。

　同イベントの実行委員である北竜ひまわりライス生産組合の

生産者や、JA北清裕邦北竜地区代表理事などJA役職員が店頭

に立ち販売し、開場から1時間ほどで完売となる商品もあるな

ど大盛況の新米大感謝祭であった。

　新米を買いに来た女性は「毎年買いに来ている。今年も家族

で美味しい新米を楽しみたい」と話す。

　会場では、「北竜ひまわりライスの新米」や「燦燦ひまわり油」

など町の特産品が当たるガラポン抽選会や、直売所内で行われ

た採れたて農産物の特価販売も人気を集めた。

北竜ひまわりライス 新米大感謝祭北竜ひまわりライス 新米大感謝祭

　10月15日、「農産物等消費促進！秋の味覚フェア」が深川市

の生きがい文化センター前特設会場で開催された。今年も昨年同

様、新型コロナウイルス感染症対策として、各ブースには飛沫感

染防止用ビニールシートや消毒液が設置され、来場者にはマスクの着用と手指の消毒を呼び掛けるなど対策

を徹底した。

　開会にあたり、同イベント実行委員長の山下貴史深川市長は、「今年は農業者の方が流した汗が十分報われ

る素晴らしい収穫の秋を迎えた。深川の基幹産業である農業が今後も力強く発展していくことを願い、地産

地消の取り組みを行っている。市民の皆さんには農産物をしっかり食べ、応援して頂きたい」と挨拶した。

　会場では、深川産新米の特価販売が行われ、ふかがわまい生産組合が「令和4年産の美味しい新米はいかがで

すか」などと穫れたての新米をPRしながら販売した。その他にも深川産手打ち新そば、深川牛、ふかがわポーク

の販売や野菜の袋詰め販売、新米の無料配布などもあり来場者は

深川産の農畜産物を食べ、家族や友人とイベントを楽しんだ。また

新米すくいどりやお米重量当てゲームなど、お米をテーマにしたア

トラクションも企画され、多くの家族連れなどが参加した。

　同イベントに訪れた女性は「新米や深川牛などがとても安い

値段で食べることが出来て幸せ。食べることで応援になるなら

嬉しい」と笑顔で話す。
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深川市の小学校で 稲刈り体験学習

　深川市内の各小学校6校で、9月14日から今年も稲刈り体験が行われた。児童たちは5月に田植え体

験を行っており、稲刈り体験では児童たちの手で植えた稲を青年部員や受入農家から丁寧な指導を受け

ながら鎌で手刈りを行った。児童たちは「中腰で作業をしていたので、腰が痛くなったが稲刈りという

貴重な体験ができてよかった」と作業を楽しみながらも食べ物を栽培する苦労を学んだ。

9月15日　一已小学校（農業センター）

9月27日　納内小学校（宮武努氏宅）

9月22日　深川小学校（農業センター）9月14日　北新小学校（松本孝一氏宅）

9月22日　多度志小学校（竹内誠氏宅） 10月3日　音江小学校（飯村英樹氏宅）

　9月29日、山下貴史深川市長による市内米検査場の巡回視察・表敬訪問が行われ、山下市長や同市議会

の鶴岡恵司議長などが、当JAの集出荷施設5か所にて、令和4年産米の集荷状況等を確認した。

　深川マイナリーでは、JA深川支所職員が令和4年産米における品質やタンパク値などの概況、集荷作業

の進捗状況を報告。その後、山下市長は稼働中の施設内に入り、JA職員による下見検査や荷受操作などを

視察した。また、他の検査場を訪問した際には、出荷に来ていたJA組合員に労いの言葉をかけていた。

　山下市長は、「今年も良食味のお米がたくさん穫れたと聞き、嬉しく思うとともに、地域の農業者の方々に

感謝申し上げたい。深川の美味しいお米がより評価されることを期待している」と話す。

山下深川市長山下深川市長 市内米検査場を巡回視察市内米検査場を巡回視察

農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部

（ⓒよい食P）（ⓒよい食P）
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　10月3日、北育ち元気村花き生産組合音江支部（内藤敬人支部長、会員19戸）が深川市立音江小学校4年

生を対象に「花育授業」を実施した。

　同授業は、当JA管内で花きの生産が盛んな音江地区の子ども達に実際に花に触れて身近に感じてもらおうと毎

年趣向を変え実施しており、今年で5年目を迎える。

　今年は4年生8名が参加し、同支部が花材として提供したダリアやオー

ニソガラム、シヌアータ、鈴バラなど10品目から好きな花を選び心を込め

て個性豊かなフラワーアレンジメントを1時間程で完成させた。

　児童への指導は、内藤支部長を中心に同支部の会員10名が行い、花材

の切り方や挿し方、アレンジメントを綺麗に作製するための空間の使い方

などを児童に説明した。

　参加した児童は「かわいい色の花が沢山あって迷う」「早く持って帰って

お母さんに見せたい」と笑顔で話していた。

　また、同支部の会員が協力して全校生徒50名分の花束を作り贈呈した。

　内藤支部長は、「子どもたちに花の良さを分かってもらえて嬉しい。参加

した4年生だけでなく全校生徒にも花に触れてもらうため、花束を作った

ので喜んでもらえたら」と話す。

　今年から、音江中央保育園年長クラスの園児を対象に「バケツ稲体験」

が行われており、9月に「稲刈りと脱穀体験」、10月に「おにぎり作り」

を行った。

　これまで当JAのInstagramや広報誌でも掲載していたが、5月に田植

え体験を行った後も追肥や支柱立て、鳥よけの対策など職員がサポートを

行い、9月には稲の収穫を迎えることができた。

　9月7日、園児7名が参加し稲刈りとはさがけ体験を行った。稲を刈る

際は、当JA職員と一緒に鎌を持ち自分で育てた稲を夢中になって刈り取

った。続けて行われたはさがけでは、職員が子どもたちへ「収穫したばか

りの稲を乾燥させるために行う」ということを説明した後に行われた。

　収穫とはさがけ体験で、子どもたちは「3びきのこぶたのわらのおうち

みたい！」「いつになったら食べられる？」と元気いっぱい楽しんでいた。

　はさがけから1週間後には、茶碗2つを合わせ、稲を挟み引っ張るとい

う子どもたちでもできる方法で脱穀体験を行った。

　10月7日、当JAの施設で籾摺りと精米を行ったお米を保育園へ持ち込み「おにぎり作り」が行われた。苦戦

しながらも全員無事におにぎりを作り、給食と一緒に実食。

　「自分で作ったからおいしいね～！」「もっと食べたい！」とおかわりをする子も沢山いた。

　「バケツ稲」は1年を通して、「お米」がどうやって出来るのかを子どもたちが楽しく学べる良い体験となった。

子どもたちが花と触れ合いフラワーアレンジメント子どもたちが花と触れ合いフラワーアレンジメント
音江小学校「花育授業」音江小学校「花育授業」 北空知

広域連
北空知
広域連
北空知
広域連
北空知
広域連

稲刈り＆実食タイム！！稲刈り＆実食タイム！！
子どもたちがバケツ稲体験♪子どもたちがバケツ稲体験♪

YouTube・

Instagramで

ご紹介♪
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　今年設立したボランティアグループあみてぃえが、障がい者との餅つき体験を10月1日、JAきたそらち本所会

議室で行い、障がい者16名、支援者・スタッフ18名が参加した。

　全道から知的ハンディのある障がい者が集まる第16回本人の会全道交流

会「ひろげようみんなのわ」in深川の活動に協力し、北竜町産新米「風の

子もち」と深川産小豆を使いあんこ餅作りを行った。

　参加者は掛け声に合わせて交代しながら杵と臼で餅をついた後、ボランテ

ィアグループあみてぃえの指導のもと、あんこを包む作業に苦戦しながらも

綺麗な丸いあんこ餅に仕上げた。

　つきたての餅を試食した参加者は「すごく柔らかくて美味しい」「こんな

にお餅ってのびるんだね」とそれぞれ堪能した。

　また、「もちつきがとても面白かった。自分で作ったあんこ餅を早く自宅

に帰って家族にも食べさせたい」と笑顔で答えてくれた。

　障がい者の方々との交流会は、ボランティアグループあみてぃえ活動の大

きな第一歩となった。
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　【新規就農希望者受入農家・新規就農希望者募集】
　ＪＡきたそらちでは、ＪＡホームページ・新農業人フェア等で新規就農者の募集をしております。新規

就農希望者を受入れていただける生産者を募集しておりますので、人材確保に不安をお抱えの方はお気

軽にご相談ください。

　また、新たに従業員を確保される予定がある方へ、活用可能な事業をご紹介しますので、合わせてお

問い合わせください。

◇　問い合わせ先：農業振興部　営農企画課【TEL：0164-26-0134】

◇　ホームページ：http://www.ja-kitasorachi.com/farmer/index.html
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参
加
者
は
「
２
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ

っ
て
楽
し
か
っ
た
」「
孫
の
写
真
を
飾
る
の
が
楽

し
み
」
と
笑
顔
で
話
す
。
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　9月20日、准組合員を対象にした交流活動「JAきたそらち地

域農業応援団」が開催された。今回は団員17名が参加し、音江地

区にある「アグリ工房まあぶ」と「アップルランド山の駅おとえ」で、

そば打ち体験や、シードル工場の見学などを行った。

　そば打ち体験では、素人そば打ち段位認定制度の有段者である

金融共済部の井上正恵部長からそば打ちのレクチャーを受けた後、

団員二人一組で協力しながら多度志地区産のそば粉を使用したそば

打ちに挑戦した。初めて体験するという団員が多く、生地の練り方

や伸ばし方、切り方に苦戦しながらも、2時間ほどそば打ちを楽しんだ。

　そば打ち体験を終えた後は、深川産の農畜産物を使用したお弁当と地元産の打ちたての新そばを堪能し、昼食

後には、金融共済部渉外課職員より財産管理や相続対策など

に関するJA共済の商品説明が行われた。

　午後からはアップルランド山の駅おとえを訪れ、深川特産の 

りんごを原料としたシードルの製造過程を学んだ。

　参加した団員は、「そば打ちは想像していたよりも難しかっ

たがその分達成感があった」と感想を話す。

　9月21日、羽幌中学校2年生5名が総合的な学習の時間の一環として校外学習を当JAにて実施した。

「総合的な学習の時間」とは、横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して、自ら課題を見付け、資質や能

力の向上、学び方やものの考え方を身に付け、問題の解決や探究活動など積極的に取り組む態度を育てるた

めの授業のこと。

　今回訪れた生徒の学習目的は、「羽幌町を活性化するために農産物をどのようにPRするか」。

　その課題のヒントを得るため、当JA農畜産物の主力商品のことや、どのような販売方法があるのかなど

積極的な質問があった。

　また、山芋が好きな生徒からは「深川市で長いもを主力農産物にしてみては」と積極的な提案もいただいた。

　最後に深川マイナリー・精米施設を見学し、当JAのスケールの大きさに驚きながらも「JAきたそらちの

実践例を活気あふれる町づくりに活かしたい」と未来に意欲的な声が聞くことができた。

【人事課　墓田】

令和4年度　JAきたそらち地域農業応援団第3回
～そば打ち体験・シードル工場見学～

令和4年度　JAきたそらち地域農業応援団第3回
～そば打ち体験・シードル工場見学～

令和4年度　JAきたそらち地域農業応援団第3回
～そば打ち体験・シードル工場見学～

令和4年度　JAきたそらち地域農業応援団第3回
～そば打ち体験・シードル工場見学～

（ⓒよい食P）

羽幌中学校の2年生がJAきたそらちで校外学習羽幌中学校の2年生がJAきたそらちで校外学習
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農作業実習報告農作業実習報告JA職員JA職員 第1回

①実習先　　　／　　　②実習期間　　　／　　　③作業内容　　　／　　　④感　想

経済部幌加内資材課　　宮田　大輔　（令和3年4月入組）
①幌加内支所　田丸　利博　地区代表理事宅
③田植え作業（苗箱洗い、苗箱整理）、ハウス解体作業　他

④田植え作業を経験することが初めてで、言葉では大変だということは聞いていましたが想像以上に１
つ１つの作業が多く人数も必要なことに驚きました。田植え作業中は主に苗箱洗いと軽トラックから苗箱
を降ろす作業を行いましたが、どちらかが疎かになると後の作業が滞ってしまうため、この２つの両立
が難しく感じました。また農作業実習期間中はとても風が強く、洗い終わった苗箱が飛ばされることがあっ
たため、天候に左右される農業の大変さや難しさが身に染みました。　
　ハウス解体作業ではパイプや様々な温床資材の使
用用途を実際に見ることができ、資材課の業務と結び
つけながら作業に取り掛かることができ、勉強になりま
した。従業員の方 と々もコミュニケーションをとりつつ良
い緊張感を持ちながら農作業実習に臨むことができま
した。今回の農作業実習を引き受けてくださった田丸
地区代表理事や従業員の方 に々は、５日間という短い
期間ではありましたが大変お世話になりました。今回
の経験を忘れずに今後の業務に励んでいきたいと思
います。ありがとうございました。

②令和4年5月16日～5月20日

農業振興部営農企画課　　小島梨里花　（令和3年4月入組）
①納内地区　岡田　徹　理事宅
③いちご作業（ランナー管理・花摘み等）、にんにく作業（収穫・根切り等）

④実家が農家ということもあり、幼いころから農業は身近にありましたが「にんにく」については
どのように栽培・収穫されているのか知識も無く、毎日新鮮な気持ちで実習をさせていただきま
した。トラクターで掘り起こされ、土の中からゴロゴロと現れたにんにくを見て衝撃を受けたりと、
普段見ることのできない光景に喜びもありました。
　また、最終日にはトラクターでにんにくを掘り起こす作業もさせていただきました。
　トラクターを運転することも人生初めての体験で
したが、丁寧なご指導を頂き楽しく作業を終わらせ
ることが出来ました。その際に岡田理事から頂いた
「何事もやってみることが大事！」という言葉がとて
も印象的でした。今後の業務・人生にも活かしてい
きたいと思います。
　短い期間ではありましたが、岡田理事やご家族、
従業員の方から多くのことを教えていただき沢山お
話をすることができてとても有意義な実習となりまし
た。ありがとうございました。

②令和4年6月27日～7月1日

　当ＪＡでは、人財育成プログラムの一環として、入組2年目の若年職員を対象とした農作業実習を
実施いたしました。近年、農家子弟以外の新規採用職員も増え、農業に対する接点も乏しいことか
ら、農業体験を増やすこと、さらに組合員の想いを直接職員へ伝えていただくことを目的に、ＪＡ非
常勤役員宅にて実習をさせていただきました。各実習生の感想と今後の抱負を第1回から第4回に
分けて掲載しご報告させていただきます。
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小
児
科
と
摂
食
障
害

津
田
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
　院
長

津
　田
　尚
　也

　
小
児
で
も
摂
食
障
害
が
あ
り
ま
す
。
摂
食
障
害
は
主
に
思
春
期
以
降
の
女
性
に
多
く
発
症
し
ま
す
が
、
１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら
10
〜
15
歳
の
前
思
春
期
年
齢
（
初
経

前
の
小
中
学
生
）
で
も
発
症
す
る
患
者
が
増
加
し
、
小
児
領
域
の
疾
患
と
し
て
重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。
小
児
の
摂
食
障
害
の
病
型
は
、
成
人
と
同
様
に
典
型
例
で
は

や
せ
願
望
が
あ
り
極
端
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
た
結
果
や
せ
が
進
行
し
て
し
ま
う
神
経
性
や
せ
症
で
す
。
し
か
し
、
特
別
な
病
型
と
し
て
、
学
校
の
給
食
で
完
食
を
強
要
さ

れ
た
こ
と
や
、
胃
腸
炎
の
と
き
に
嘔
吐
し
嘔
吐
恐
怖
が
出
現
し
た
こ
と
な
ど
を
き
っ
か
け
に
食
べ
物
が
喉
を
通
ら
ず
や
せ
が
進
行
し
て
し
ま
う
「
食
物
摂
取
を
回
避
す
る

病
型
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
や
せ
願
望
が
明
ら
か
で
は
な
い
食
行
動
異
常
に
も
気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
発
症
が
成
長
途
上
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
心
身
と

も
に
成
人
に
な
る
前
に
重
大
な
問
題
を
残
し
て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
身
長
が
本
来
の
期
待
さ
れ
る
身
長
ま
で
伸
び
な
い
（
低
身
長
）、
骨
の

成
熟
が
不
完
全
（
骨
粗
し
ょ
う
症
・
病
的
骨
折
）、
初
経
が
高
校
生
以
降
に
な
っ
て
も
発
来
し
な
い
（
無
月
経
・
不
妊
症
の
リ
ス
ク
）、
学
校
生
活
に
適
応
で
き
な
い
（
不

登
校
な
ど
）、
家
族
と
う
ま
く
生
活
が
で
き
な
い
、
な
ど
の
心
配
な
状
態
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
食
欲
不
振
に
よ
る
や
せ
は
、
摂
食
障
害
以
外
に
よ
る
も
の
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
摂
食
障
害
と
決
め
つ
け
ず
、
最
初
は
身
体
の
病
気
が
隠
れ
て
い
な
い
か
、
診
察
を

受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。特
に
重
要
な
の
は
、脳
腫
瘍（
視
床
下
部
腫
瘍
な
ど
）、悪
性
腫
瘍（
白
血
病
な
ど
）、消
化
器
系
疾
患（
消
化
性
潰
瘍
、胃
炎
、消
化
管
通
過
障
害
、

上
腸
間
膜
動
脈
症
候
群
な
ど
）、
膠
原
病
、
糖
尿
病
、
甲
状
腺
機
能
亢
進
症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
脳
腫
瘍
で
は
、
や
せ
が
進
行
す
る
と
ま
る
で
摂
食
障
害
と
同
じ
よ
う
な

自
分
の
体
に
対
す
る
感
じ
方
や
と
ら
え
方
の
異
常
が
み
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
摂
食
障
害
に
気
が
つ
く
こ
と
が
第
一
歩
で
す
。
最
近
は
、
小
中
学
生
で
も
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
一
般
的
で
す
。
母
親
も
一
緒
に
ダ
イ
エ
ッ
ト
し
て
い
る
こ
と
が
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。い
つ
の
間
に
か
、子
ど
も
が
極
端
に
食
べ
な
く
な
っ
た
り
、明
ら
か
に
や
せ
て
き
た
り
し
て
も
、最
も
身
近
な
家
族
が
気
づ
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
は
、
学
校
の
担
任
や
養
護
教
諭
が
気
づ
い
て
く
れ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
給
食
を
食
べ
な
く
な
っ
た
、
朝
食
を
食
べ
な
い
、
肉
や
魚
・
油
も
の
を
極
端

に
嫌
う
、
料
理
の
本
や
テ
レ
ビ
番
組
に
特
に
興
味
が
強
く
な
っ
た
、
自
分
の
腕
や
足
が
太
い
と
言
っ
て
不
機
嫌
に
な
る
こ
と
が
多
い
、
や
せ
て
い
る
の
に
以
前
よ
り
活
発

に
な
っ
て
椅
子
に
座
ろ
う
と
せ
ず
、
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
運
動
を
過
剰
に
し
た
が
る
、
自
分
が
食
べ
る
こ
と
よ
り
も
、
家
族
に
食
事
を
摂
ら
せ
よ
う
と
す
る
、
家
族
が
食
事
を

残
す
と
怒
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
サ
イ
ン
が
あ
る
は
ず
で
す
。
体
重
が
減
っ
て
い
な
い
か
確
か
め
ま
し
ょ
う
。
家
庭
で
測
れ
な
け
れ
ば
、
学
校
で
行
っ
て
い
る
身
体
検
査
の

結
果
を
確
か
め
る
こ
と
で
す
。
摂
食
障
害
に
気
づ
い
た
ら
、
ま
ず
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
が
摂
食
障
害
を
理
由
に
受
診
す
る
こ
と
を
嫌
が
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、
身
体
症
状
の
相
談
を
理
由
に
す
る
と
受
診
を
促
し
や
す
い
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
便
秘
が
ひ
ど
い
、
体
温
が
低
い
、
身
長
の
伸
び
が
少
な
い
、

髪
の
毛
が
抜
け
る
、
な
ど
は
本
人
に
と
っ
て
相
談
し
や
す
い
内
容
で
す
。
身
体
的
な
診
察
の
う
え
、
家
庭
や
学
校
生
活
の
行
動
制
限
（
体
育
や
運
動
部
活
動
参
加
な
ど
）

の
方
針
が
決
め
ら
れ
ま
す
。
子
ど
も
を
取
り
巻
く
家
庭
、
学
校
、
医
療
全
体
の
連
携
体
制
を
早
く
築
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
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　JAきたそらちでは、組合
員・お客様に安心してご利
用いただけるよう、新型コ
ロナウイルス感染症対策と
して以下の対策を行ってお
ります。

○全職員のマスク着用、手洗い、アルコール消毒の徹底
○各事業所・店舗の入口に消毒液、窓口に飛沫感染防止シートを設置
○待合場所の椅子の間隔を開けて設置
　ご不便とご迷惑をお掛けしますが、来所・来店される皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い
申し上げます。

営業時間変更のお知らせ
【金融共済部】

11月からATMの稼働時間が下記の通りとなります。

【経済部 燃料課】
11月からSSの営業時間が下記の通りとなり
ます。

SS営業時間（11月～翌年3月）

8:00 ～ 19:00

8:00 ～ 18:00

セルフ

フ　ル

音　江
深　川

イチヤン
納　内
多度志
北　竜
幌加内

イ チ ヤ ン 本 所
金 融 共 済 深 川 支 所
金 融 共 済 音 江 支 所
金 融 共 済 納 内 支 所
金融共済多度志支所
金 融 共 済 雨 竜 支 所
金 融 共 済 北 竜 支 所
北 竜 町 COCOWA
金融共済幌加内支所

平　日

9:00 ～ 17:30

9:00 ～ 12:00

9:00 ～ 12:00

稼働しません
稼働しません

9:00 ～ 17:00 9:00 ～ 17:00
土曜日 日曜日・祝日

ATM稼働時間（11月～翌年３月）

【道の駅農産物直売所　eciR】
11月から直売所の営業時間が下記の通りと
なります。

9:00～17:00
直売所営業時間（11月～翌年3月）

※12月31日及び1月1日～ 3日はATMは稼働しません。各店舗（窓口）平日9:00 ～ 16:00
※各店舗（窓口）の営業時間は        
＜イチヤン本所、深川支所、雨竜支所、北竜支所、幌加内支所＞　平日9：00 ～ 16：00  
＜音江支所、納内支所、多度志支所＞　平日 午前の部 9：00 ～11：30　午後の部 12：30 ～16：00

（11:30 ～ 12：30は昼休み＜窓口閉鎖＞とさせて頂きます。） 

（ⓒよい食P）

（10）（10）ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち



金融共済部からのお知らせ

事務経費は国が負担しているため、払った保険料の全額が運用されます。

詳しくは… https://www.nounen.go.jp

またはお近くのJA窓口までお気軽にお問合せ下さい。
農業者年金基金

農業者の方は、
国民年金の上乗せの公的な年金「農業者年金」に加入し豊かな老後を！

知って得する農業者年金

農業者なら誰でも入れる「終身年金」です！
①年間６０日以上農業に従事し、国民年金第１号被保険者（保険料免除を除く。）である２０歳
以上６０歳未満の方、又は６０歳以上６５歳未満の国民年金の任意加入者が加入できます。

②農業者年金は積立方式・確定拠出型で少子高齢化時代に強い。

死亡一時金もあり安心
　８０歳前に死亡した場合には、８０歳までに受け取る農業者老齢年金の現在価値相当額を
一時金として受け取れます。※加入期間等により保険料の払込額を下回る場合があります。

ポイント

１

一定の要件を満たす方には保険料の
国庫補助（月額最大１万円）があります。
　認定農業者で青色申告の方や、その方と家族経営協定を結んだ配偶者・後継者の方
など、一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助（月額２万円の保険料のうち最高
１万円、通算すると最大で２１６万円）があります。
　この国庫補助は経営継承など一定の要件を満たせば将来特例付加年金として受給できます。
　また、経営継承の時期について年齢制限はなく、事情に応じて受給の時期を決められます。

ポイント

2

生涯を通じて税制面で大きな優遇措置があります。
保険料は全額社会保険料控除の対象
●支払った保険料は家族分も含めて全額が社会保険料控除の対象。
●所得税・個人住民税・復興特別所得税が節税になります。
　（支払保険料の１５％～３０％程度が節税。）
●保険料の運用益が非課税　●将来受け取る農業者年金には公的年金等控除は適用されます。
●死亡一時金は非課税です。

ポイント

3

JAきたそらち
本　　所
イチヤン本所
音江支所
深川支所
納内支所

TEL 0164-34-7150
TEL 0164-22-6618
TEL 0164-25-1111
TEL 0164-22-2171
TEL 0164-24-2211

多度志支所
雨 竜 支 所
北 竜 支 所
幌加内支所

TEL 0164-27-2111
TEL 0125-77-2331
TEL 0164-34-2280
TEL 0165-35-2024

安心の
終身年金
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車両機械課からのお知らせ
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車両機械課からのお知らせ
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北海道労働局からのお知らせ
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北海道労働局からのお知らせ
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クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

十月俳句十月俳句十月俳句

9月号の正解は
「マンゲツ」 でした。
正解者の中から抽選で３名が選ばれました。

深 川 市　　菊入　忠義　様
深 川 市　　野原美恵子　様
雨 竜 町　　芳本　弘子　様

【送り先】〒074-0015　深川市深川町字メム１０号線山３線5850番地
　　　　 JAきたそらち農業振興部営農企画課　　 ＦＡＸの場合は 0164-22-1228

【ホームぺージ応募フォーム】 URL：http://www.ja-kitasorachi.com/application_form/
※ご本人以外による応募は抽選の対象外とさせていただきます。

応募方法

【タテのカギ】
2
3

4
5

7

8

9

11
13

15
17

19

20

21
22

等級が1番上のこと
動物の頭と胴をつないでいる
部分。
診察して治療すること
位置・時間などが少し外れている
こと。「論点が○○る」
ある一定の期間。「入学の○
○」「○○尚早」
昔から言い伝えられてきた、教
えなどを短く表した格言。
水泳で、伸ばした両足を交互に上
下させて、足の甲で水を打つこと
英語で「空気」のこと。「○○ギター」
細長い棒状で断面が丸く、中
が空になっているもの   
全身に毛がある虫　 
特別の任務をもった使者。特
に、外国に派遣される者。
春、南方からきて秋に帰る渡り
鳥。身軽で速い小鳥。
公の場所や改まった席に着て
出る晴れやかな衣服。よそいき。
木を割ったりするのに使う道具
ある物・人がある場所。地点。
「立ち○○」「○○情報」

1
4

6
8

10

12
14

16

18

20

21

23

24

正しくて確かなさま。
地中や岩間からわき出る、清ら
かにすんだ水。
顔立ちの美しい女の人
人間が自分の気持ちを相手に伝
るため声や文字を使って表すもの
紙を人や動物などの形に切り抜
いて台紙にはった物
目標地点や状態に行きつく事。
夜が終わり、東の空が次第に明
るくなってくるころ。
くらべものにならないほどま
さっていること。「○○○○さ
れる」
定期的に発刊される本。「美容
○○○」「漫画○○○」
川や谷・道路などの上にかけ渡
し、人や車両が渡れるようにす
るもの
ふすまや戸でしきった、物を収
納する場所。
布などを染めること。また染め
たもの。
卵からかえって間の無い魚。

【ヨコのカギ】

正解者の中から抽選で3名様に農協全国商品券をプレゼント。ホームページ応募フォ
ーム・ハガキ・ＦＡＸで①クイズの答え②住所、氏名、年齢③身近な出来事④農協だよ
りに対するご意見ご要望を記入の上ご応募下さい。
締切11月30日消印有効で当選者とクイズの答えは令和５年１月号に掲載します。
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訂正とお詫び
2022年10月号掲載の記事に誤りがございま
した。ここに訂正し、お詫び申し上げます。

8ページ
「JAきたそらち女性部　福祉施設へタオルを贈呈」
（誤）幌加内町立幌加内診療所　　　　　　
（正）老人福祉寮　福寿荘

１．関係団体等諸会議について
２． 上半期決算棚卸立会における意見書について
３．上半期決算定期監査報告について
４．内部監査報告について
５．組合員の加入脱退について
６．財務報告及び事業実績について
７．職員の人事及び業務事故について
８．貸出金の貸付報告について
９．ALM委員会の報告について
10．令和4年度JA共済コンプライアンス点検結果に

ついて

11．令和4年度　国産小麦産地生産性向上事業の申
請・採択結果について

12．肥料関係事業の当面の取り進めについて
13．令和4年産　米集荷状況について
14．令和4年産　農産物集荷状況について
15．米在庫状況について
16．販売未収金について
17．畜産物の販売実績について
18．令和3年産　種子大豆最終精算について
19．青果・花き集荷販売実績について
20．R3.共計玉ねぎ精算について
21．経済部事業実績について

議案第１号　半期ディスクロージャーについて
議案第２号　個人情報保護法等に基づく公表事項等の

改正について
議案第３号　貸出金の貸付決定について

議案第４号　令和4年産米に係るJA概算金の設定に
ついて

議案第５号　令和4年産「ゆめぴりか」買取単価の
設定について

提
出
議
案

報
　告
　事
　項

第10回理事会 〈令和４年10月６日開催〉 以下の事項について決議・承認されました

組合員の動き
（令和４年９月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,269
98

5,587
274
911

当月末
32
0
47
0
14

脱退
8
3
41
0
4

加入
1,293
95

5,593
274
921

当期首

JAきたそらち太陽光発電所　発電実績

発電電力

○令和４年９月実績

計画対比　　＋

前年対比　　△

56,351kWh 発電電力

○累計（R3.12～R4.９）

483,282kWh
15,260kWh

4,396kWh

計画対比　 ＋

前年対比　 △

113,075kWh

5,046kWh

必ずチェック　最低賃金！
時間額時間額

920920 円円
厚生労働省　北海道労働局　労働基準監督署（支署）

　北海道内の事業場で働く全ての労働者（会社員、パート、
アルバイトの方、学生さんなど働くすべての人）及びその使
用者に適用される北海道最低賃金が改定されました。

北海道最低賃金北海道最低賃金

令和４年１０月２日発効
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金融共済部からのお知らせ

本　　所
音江支所
深川支所
納内支所

TEL 0164-22-6619
TEL 0164-25-1111
TEL 0164-22-2171
TEL 0164-24-2211

多度志支所
雨 竜 支 所
北 竜 支 所
幌加内支所

TEL 0164-27-2111
TEL 0125-77-2331
TEL 0164-34-2280
TEL 0165-35-2024ＪＡきたそらち ＪＡ共済

■発行／きたそらち農業協同組合　〒074-0015　北海道深川市深川町メム10号線山3線5850番地　TEL 0164（22）6600　FAX 0164（22）8611
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｊａ‐ｋｉｔａｓｏｒａｃｈｉ．ｃｏｍ　　■編集／農業振興部 営農企画課　■印刷／株式会社 須田製版
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